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登録医療機関（2 月現在） 

150 施設 171 の先生方に 

ご登録いただきました。 
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当院は平成 26 年 4 月から運営が、独立行政法人地域医療推進機構

（略称 JCHO ジェイコー）に移ります。それに伴いまして、病院名

も JCHO 仙台南病院に変更されます。これまで長い間“宮城社会保

険病院”として先生方にご支援頂きましたことを感謝申し上げます

とともに、JCHO に移行後も変わらぬご支援をよろしくお願い申し     

上げます。 

JCHO では、患者さんの高齢化に対応するために、「急性期～回復期リハビリ～介護」

を含んだシームレスな医療・介護を提供することを目標にしております。当院の入院患

者さんの平均年齢は毎年 1 歳ずつ上昇してきており、急性期治療が終了したからといっ

てすぐ退院していただくことが難しくなっております。一方で、急性期医療を提供する

病床の在院日数はさらに短縮される方向に向かっております。高齢者においては、急性

期治療後に回復期リハビリを行い ADL が上がった状態で退院して頂く、あるいは介護老

人保健施設などで在宅復帰評価を行ってから退所して頂かないと、退院後の在宅での

QOL 維持は困難と考えられます。これら問題に JCHO の病院として早速取り組まなけ

ればなりませんが、一病院でできることには限りがありますので、これから登録医の先

生方にご支援を頂くことが多くなると思われます。JCHO に移行するにあたりまして、

医療連携をさらに進めて地域での包括医療・ケアを目指してまいりたいと思いますので、

今後ともご支援・ご鞭撻の程をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪地域医療連携室より≫ 

いつも先生方には大変お世話になっております。 

病院名変更に伴い、地域の開業医の皆様方に郵送させていただいておりました

「診療情報提供書 FAX 初診受付票」「単純 MRI・CT 検査受託依頼書」などは現在準

備中です。準備が整い次第郵送させていただきますので差し替えをお願い致しま

す。なお、登録医の皆様にお送りしておりました「登録医証」についても後ほど郵

送させていただきます。 

お手数をお掛けしますが何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

地域医療連携室  開沼美由紀  佐藤 桂子 大庭 郁美 

 

院長  石井 元康 

 

連携室スタッフ 
 

地域医療連携室講演会報告  H26 年 2 月 13 日開催 

「世界の中のあなたの血管 

       ～血管年齢の話～」 

 

東北大学 加齢医学研究所 

      心臓病電子医学分野  

教授  山家 智之 先生 

 

 

院内 50 名、院外 19 名計 69 名の 

出席をいただきました。 
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外科専門医・指導医  

消化器外科専門医・指導医  

消化器病専門医・指導医   

がん治療認定医・暫定指導医 

検診マンモグラフィ読影医（AS 判定）  

日本臨床外科学会評議員 

 

 

 

副院長   遠藤 公人 

 平素より近隣の先生方、登録医の先生方には多くの患者様を御紹介いただきまして、心よ

り感謝申し上げます。 

 外科は東北大学消化器外科（旧第一外科）出身の４名が、消化器分野から乳腺・甲状腺疾

患の診断治療、創傷・褥瘡・人工肛門のケアまで幅広く診させていただいております。 

 平成 24 年の手術件数は 400 例超、全身麻酔約 360 例で、手術の大半を占める腹部手術は、

腹腔鏡下手術が多くなりました。内視鏡外科学会技術認定医である大塩主任部長を中心に、

胆嚢摘出術はほぼ全例、大腸癌は約半数が腹腔鏡下手術であり、適応を胃切除や肝切除にも

広げて、癌の根治性に低侵襲性を加味しながら治療することとしております。また、年間 80

件を越える鼠径部ヘルニアも約３分の１が腹腔鏡下手術を受けていますし、虫垂切除術も行

うようになりました。臓器別では石井院長をはじめとする肝臓専門医が充実していることか

ら、肝悪性腫瘍切除は年間 19 例と、小さい病院ながら県内でも有数の肝切除症例数です。 

 毎日午前中からの手術と外来にマンパワーが不足気味ではありますが、御紹介の患者様に

つきましては、緊急に限らず迅速に対応させていただきますので、遠慮無く連携室まで御一

報ください。 

 今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 毎週土曜日（祝日･年末年始を除く） 

 

【 時 間 】 午前 9時から午後 12時 30 分まで 

【対象患者】 開業医の先生方からのご紹介患者様 

【連絡先】 病院代表 TEL022-306-1711    

 

<事務日直担当者へ循環器紹介患者とお伝え下さい> 

 

循環器医師にお繋ぎ致します。是非ご利用ください。 

  

 

 

 

毎週火曜日完全予約制 

 

予約は地域医療連携室[FAX022-306-1741]まで専用用紙 

(糖尿病専用外来宛 FAX 受付票)をご利用ください。 

確認後、こちらから予約票を FAX させて頂きます。 

 

注)3月より糖尿病専用外来宛 FAX 受付票が変更となっております。 

 

※糖尿病専門外来予約・土曜日循環器科外来についてご不明な点がございましたら 

遠慮なく地域医療連携室にお問い合わせ下さい。 

平日:午前 8時 30 分～午後 17 時まで 地域医療連携室 直通 022-306-1740   

 

 

外科診療科紹介 

糖尿病専門外来予約について 
ま 

土曜日循環器外来救急受け入れについて 
 

本年 2 月より地域医療連携室の一員となりました。まだまだ

勉強中であり、不慣れなことも多く、ご迷惑をおかけすること

もあると思いますが、先生方や地域の皆様の力になれるように

頑張りますので宜しくお願い致します。 

医療相談員 大庭郁美 

連携室 新スタッフ紹介 
ま 


